




‘Generalbass’ in the Treatises on Harmonic Theory in German-Speaking
Regions in the First Half of the Nineteenth Century:
Searching for its Significance
MISHIMA Kaoru
Abstract: In German-speaking regions in the nineteenth century, many treatises on ‘Generalbass’（‘thor-
ough’ bass in German）were published. In them, Generalbass is different from performance practice where
an accompanist perfects musical works for an ensemble by playing chords and embellishments, which was a
means for explaining harmonic theory using the sign of a bass with figures. Many of the treatises at that time
whose titles include ‘Generalbass’ also contain ‘Harmonie’.
What these treatises had in common was that they also had Roman figures, which showed the steps of
functional harmony and harmonic progressions, but at the same time used 6 or 46 as the explanation for in-
versions. We can see that they had the practical and extempore technique that we use in playing thorough
bass, and it was also useful to practise and understand harmonic theory with the bass with figures on the
keyboard.
In this article I will analyse the purpose and usage demanded for Generalbass used with ‘Roman figures’
in the treatises, and make it clear that practice on the keyboard was essential in harmonic theory at that time
to connect both practice and theory.

















の使用のために。Harmonie- und Generalbaß-Lehre: Zum Gebrauche bey den öffentlichen Vorlesungen in dem Normal-













ドレクスラーは，この一連の名前の中に，少し新しい世代のフォーグラー Georg Joseph Vogler（1749-1814）と







対象にする理論書は，まず「ホフマイスターの月間報告 1829～1900年 Hofmeisters Monatsberichte 1829-1900」
のカタログの中から，そこからこの間の，ドイツ語圏で出版された音楽書のうち，Generalbass と，19世紀におい












８０ 甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月）
2．Generalbass と Harmonie
理論書を選択する基準にした Generalbass と Harmonie の二つは，それぞれが一方のみがタイトルに使用されて
いる場合だけでなく3），その両方がともに含まれることもある。
既述したように本論で対象にした全 228件のうち Harmonie（Harmonik を含む）を含むものはのべ 198件であ
り，60件の Generalbass を圧倒している。出版件数に再発行数を加えた数が【グラフ 1】である。Harmonie は次
第に Generalbass に取ってかわり優勢になっていき，70年代後半から Harmonie が際立って増えていることがわか
る。むろん「Generalbass」が消えないことも事実であり，減少傾向にありながら 20世紀頭まで続いている4）。ま
たそれらの両方を含んでいるものが，34件であり，数の増減はほとんどない。
両方並記の場合，そのほとんどが「ゲネラルバス理論とハーモニー理論 Generalbass- und Harmonielehre」のよ
うに「-und-」で並列されている。ブルックナー Anton Bruckner（1824-1896）の師でもあるデュルンベルガー Jo-
hann August Dürrnberger（1800-1880）による『ハーモニー理論とゲネラルバス理論の基礎教本 Elementar-Lehrbuch
der Harmonie- und Generalbass-Lehre』（1841, Linz）がその一例である5）。これは両者の意味を互いに区別して用い
られる場合だけでなく，著書の中で数字付きバスの使用を単に示しているだけのことも多い6）。
───────────────────────────────────────────
３）Harmonie のみのものには例えば，音楽教師，作曲家，音楽理論家スヴォボダ August Swoboda（1795-1863）の『ハーモニ
ー教程 Harmonielehre』（1828, Wien），Generalbass のみのものには，ウィーンで宮廷オルガニスト，ウィーン音楽院で作曲
の教授ゼヒター Simon Sechter（1788-1867）の『実践ゲネラルバス教程 Praktische Generalbass-Schule』（1830, Wien）などが
ある。




oder Anweisung zum Generalbasse, zur Harmonie, zum Contrapuncte und der Fugen-Lehre. nach eigenen Erfahrungen und Grund-
sätzen entworfen und durch zahlreiche Beyspiele erläutert』（1827, Wien）のような並列もある。
６）例外としては，初期のフォーグラーなど，通奏低音の歴史をバロック初期にまで遡って説明しているものがある。
表 1 19世紀ドイツ語圏のハーモニー理論書（一部分）
出版年 著者 タイトル 出版地 出版社 再販，改訂版 対象，目的
1800 Knecht, Justinus Heinrich（ 1752
Biberach an der Riss-1817同地）
Theoretisch-praktische Generalbassschule. welche in neun-
zig Notentafeln nebst allen Intervallen: alle mögliche
Bewegungs Arten der Töne, Uebungen aller vorkommen-
den Akkorde, die verschiedenen Uibergänge［sic］und
das Ineinanderweben der Töne durch alle gebräuchlichen













1802 Vogler, Georg Joseph（1749 Wür-
zburg-1814 Darmstadt）
Handbuch zur Harmonielehre und für den Generalbaß,
nach den Grundsätzen der Mannheimer Tonschule: zum
Behuf der öffentlichen Vorlesungen im Orchestrions-Saale
auf der K. K. Karl-Ferdinandischen Universität zu Prag.





1805 Albrechtsberger, Johann Georg
（1736 Klosterneuburg-1809 Wien）
Generalbassschule. Leipzig Peters 記載なし
1805 Förster, Emanuel Aloys（1748 Nie-
dersteine bei Glatz-1823 Wien）







～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
1899 Wolff, C. A. Hermann（1845 Köln-
1902 Berlin）
Methodische Unterrichts-Briefe der Harmonie- u. Kompo-







1899 Sering, Friedrich Wilhelm（1822
Fürstenwalde n. Frankfurt an der
Oder-1901 Hannover）
Kurzgefasste Harmonielehre für Lehrerseminare, Lehrer,






1900 Polak, A. J.（1839-1907） Ueber Zeiteinheit in Bezug auf Konsonanz, Harmonie u.




1900 Halm, August（1869 Grossaltdorf,
Württemberg-1929?）
Harmonielehre. Leipzig Göschen 1905 記載なし
1900 Loewengard, Max（1860 Frankfurt
am Main-1915 Hamburg）
Lehrbuch der Harmonie für den Unterricht u. Selbstunter-
richt. 2., völlig umgearb.
Berlin Stahl 授業，独習
三島 郁：19世紀前半ドイツ語圏のハーモニー理論本における「Generalbass」 ８１
またクレン Franz Krenn（1816-1897）7）の『独習のためのゲネラルバス（ハーモニー）理論 Generalbass-（harmo-




またカール・ライネッケ Carl Reinecke（1824-1910）の父ヨハン・ペーター・ルドルフ・ライネッケ Johann Pe-
ter Rudolph Reinecke（1795-1883）8）の著作『教員養成学校生，カントル，そしてオルガニストのためのハーモニー








Wason は，Harmonie が Generalbass に取って代わる入れ替えと，「Generalbass- und Harmonie-」から「Harmonie-
und Generalbass-」への順序の変更があると主張しているが（Wason 1985: 28），Generalbass と Harmonie の先出／
後出例は，【分布図 1】からみても，全体に分布しており Harmonie が増えても，Generalbass が必ずしも後出にな
ったり，そのまま消えたりしていくわけではない。










１１）クネヒト Justinus Heinrich Knecht（1752-1817）の『理論と実践のゲネラルバス教程 Theoretisch-praktische Generalbass-
schule.』（1800, Freiburg）など。
１２）「Uebungen in Generalbass ゲネラルバスにおける練習」もここに含めた。例えばアウグルブルクの作曲家ケンプター
Kempter, Friedrich（1810-1864）の『ゲネラルバス演奏練習。生徒，教員養成学校生，オルガン学生，そしてダイアトニッ
クのすべての調の三和音，四和音において基本的に習い覚えたい者皆のための，ゲネラルバス理論への必須の補足。Ue-
bungen im Generalbass-Spiele. Für Schullehrlinge, Schulseminaristen, Orgelschüler und alle jene, welche sich im Spiele der dia-
tonischen Drei- und Vierklänge aller Tonarten gründlich einüben wollen, eine unentbehrliche Zugabe zu jeder Generalbasslehre.』
（1851, Augusburg）など。
グラフ 1 Harmonie と Generalbass をタイトルに含む理論書の発行件数












る『音楽家人名事典 A Biographical Dictionary of Musicians』（19193, Schirmer）の中でその経歴を確認することが
できた。
上述したように，19世紀初期や 19世紀末においては，音楽史上もハイドンやベートーヴェンとかかわりをも
ち，ウィーンのシュテファン大聖堂でオルガニストや楽長を務めたアルブレヒツベルガー Johann Georg Albrechts-
berger（1736-1809）のような理論家・作曲家の名が見られるが，さほど馴染みのない名も多い。のべ 172人の著
者のうち，現段階でたどることができる 126人について主な職業をみてみると，多い順に，オルガニスト 26，音
楽院教授または講師 25，教員養成学校教師 18，合唱指揮 13，ギムナジウムの教師 7，学校教師 5，音楽学校の教











（1836-1878）による『ゲネラルバス概説：ベルリン音楽院で採用 Kurzgefasste Generalbasslehre: Eingeführt am Kon-
servatorium der Musik zu Berlin』（1862）などがその一例である。













しており，1862年にはドイツ合唱連盟ができるほどであった。すでにスイスの作曲家ネーゲリ Hans Georg Nägeli






（Seminar 37，（Schul-）Lehrerseminar 5, Schulseminar 5, Lehrerbildungsansalt 4, Lehrer- u. Lehrerinnenbildungs-Anstalten
1, Normal-Schule 1）15），独習用 39（Selbstunterircht 29, Selbstbelehrung 3, Selbststudium 6, selbsteigene Ausbildung
1），カントル 12，音楽の学生 12（Musikschüler 6, Junge Musiker 1, angehender Musikschüler 3, Orgel Schüler 2），オ
ルガニスト 11，アマチュア 12（Dilettant 6, Liebhaber 1, Freunde der Tonkunst 3, Freunde der Musik 1, Kenner 1），音
楽院 10，学校の教師 Lehrer 9，音楽家の卵 9（Angehende Musiker 4, Angehende Tonkünstler 1, Angehende Organist
4），音楽教師 Musiklehrer 8，ピアノ関連 10（ピアニストとピアノ教師 1，ピアノ演奏 8，ピアノ作品 1），教員養
成学校の準備生 7（Präparandenanstalt 2, Schulepräparand 1, Seminaraspirant 2, Seminarpräparand 1, Präparandenschule
1），生徒あるいは音楽家の弟子 7（Lernende 5, Schüler 2），音楽学校 Musikschule 6，合唱指揮者 2，オルガン学校







die Harmonieklassen deutscher Musikschulen, auf Grund der „Generalbassbeispiele‟ von E. A. Förster und im Einklang






















zgefasste Methode den Generalbass zu erlernen』（1791, Wien, Mainz）において数字付きバスを使用しながら，ハー
モニーを機能和声へと方向付けて説明している。
ここでは，同一の数字が付された場所で「鍵盤上で」の「よりよい進行」が目指されている。アルブレヒツベ
ルガーは，並行進行は「悪い Übel」，並行でないものは「よい gut」とし（Albrechtsberger 1791: 12），「6度と不協
和音」の項目では「a1/f/a/CIS」を「間違った和音 falsche accorde」，そして 5度やオクターヴの並行進行を改善し
たり，あるいは避けたりする方法の説明に際し，「よくない nicht gut，よくなった verbessert，まずまずの er-
träglich，より美しい schöner，悪い schlecht」とその進行を「美的に」判断させる用語で説明している（Albrechts-
berger 1791: 16）16）。
18世紀のハイニヒェン Johann David Heinichen（1683-1729）が，「経験ある伴奏者であれば，前もってよりよい
和音を選択しただろう」（Heinichen 1728: 802, etc）17）という言い方で，和音の選択に幅をもたせ，「趣味」を前提と
していたときとは，和音進行についての判断基準が異なっている。本論では以下，19世紀前半の 4人の理論家の
ゲネラルバス／ハーモニー関連理論書の内容の傾向をみることにする。
4.1 G. J. フォーグラー（1802）：「数字付きバス実践批判」
1800年を過ぎてすぐに，ドイツの音楽理論家であるフォーグラー Georg Joseph Vogler（1749-1814）は『ハー






特徴」において，先駆けてローマ数字を使用し（Vogler 1802: 111），【図 1】のように和音の音度を示していたり，
【図 2】におけるように，同じ VII の和音をもつ同音の組み合わせが，それぞれの音度とバス音 Hauptklang を示
すことで，近代和声的な異名同音の説明を行ったりしているからである18）。ゴットフリート・ヴェーバー Jacob
Gottfried Weber（1779-1839）も 1813年には，『一般音楽新聞 Allgemeine Musikalische Zeitung』への寄稿論文「い
わゆるゲネラルバス演奏について Über das sogennante Generalbass-Spielen」（1813）19）において，「とうとうやっか
いなゲネラルバスの演奏を置き去った。作曲家によって完全に作られた声部で十分だ」（Weber 1813: 110）と述
───────────────────────────────────────────
１６）参考にした資料ではこの 16ページ目を欠いていたが，（Grandjean 2006: 291）からページ数を推測した。
１７）「経験豊かな伴奏者であるなら，この音にむしろ 6＋を与える（fis/c/a）」（Heinichen 1738: 802）。先行するバスが C-H-A と
下行することで，次に G が予想され（実際には C-H-A-fis-g），その和音 d/h/g に進行するために「fis」を弾くと（G に向
かう）進行がなだらかになる。「経験ある通奏低音奏者」であれば，それを見越して f ではなく fis を与えるはずだという
主張。
１８）フォーグラーは，例えば as と gis について，弦楽器であれば「弓を押す Druck か，指をずらす Rücken ことで違いを聞き
取ることができる」（Vogler 1802: 115）が，オルガン上では同じ鍵盤上で弾くため，異名同音の場合でも，ローマ数字の音
度ではわかりやすく表すことができるとしている。さらにフォーグラーは，ある調の音階上の和音を説明する「オクター
ヴの法則 la regle d’occtave」について「数字付けのまったく不確実で目的のない決定」，「ゲネラルバスの不安定な基本法
則」，「フランス人がオクターヴの規則 la regle d’occtave と名付けたものは，ただ問題を小さくしただけだ」として批判す
る（Vogler 1802: 133）。
１９）“Allgemeine Musikalische Zeitung”，Jg.15, Nr.7（17. Februar 1813），Sp.105-112.
三島 郁：19世紀前半ドイツ語圏のハーモニー理論本における「Generalbass」 ８５
べ，フォーグラーを擁護している20）。
4.2 E. A. フェルスター（1805）：「伝統的」だが「今日の」ゲネラルバス理論
オーストリアの作曲家フェルスター Emanuel Aloys Förster（1748-1823）は，『ゲネラルバスの手引き Anleitung











4.3 J. ドレクスラー（1816）：Harmonie というタイトルをもつ「伝統的」ゲネラルバス理論









図 2 フォーグラー「VII で表すことができる異名同音の和音」
８６ 甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月）
4.4 J. ホフマン（1820）：「伝統的」かつ新時代のゲネラルバス理論
1820年のホフマン Joachim Hoffmann（1784-1856）22）の『ハーモニー（ゲネラルバス）理論。レッスンと独学の









Schule. Bestehend in 120 progressiven und mehrfach ausgeführten Übungen im Generalbasse, mit besonderer Rücksicht
für jene, welche sich im Orgel-Spiele vervollkommnen wollen』（1830, Leipzig）は，基本的には課題集から成ってい











成の基礎 Die Grundsätze der musikalischen Komposition』を著す。ブルックナーの師。
譜例 2 ホフマン「フェルスターの《弦楽四重奏曲》を数字付き四声体にする課題」






















しかし 1860年に，ウィーンで活動した合唱指揮者，音楽理論家ヴィンツェント Heinrich Joseph Vincent（1819-
1901）は25），『ゲネラルバスはもういらない！ Kein Generalbass mehr!』の中で，「多くの教科書には新しい精神
の風が吹いており，それは古く重苦しい数字付けの束縛を解放するせわしない努力を，表している」（Vincent














調への対応が多い（Vogler 1802: 106 and 115; Drechsler 1816: 96; Hoffmann 1820: 37, etc）。
しかしまた，数字での異名同音対応が次第に難しくなる。上述のヴィンツェントの論考の記事を受け，同年 6
月 30日付の『ニーダーライン音楽新聞 Niederrheinische Musik-Zeitung für Kunstfreunde und Künstler』（Nr.27, Juni
1860）において，ビショフ L. Bischoff（1793/94-1867）26）が，ウェーバー Carl Maria Friedrich Ernst von Weber
（1786-1826）の《魔弾の射手 Freischütz》（1821）の第 2幕第 2場における，アガーテのアリア〈どうして眠れる
でしょう Wie nathe mir der Schulmmer〉の途中で，ホ長調から始まった曲がロ長調に転調する箇所を扱っている。
この〈なんて綺麗な夜！Welch schöne Nacht!〉で，ロ長調の属和音の e/cis/ais/Fis の和音への移行和音 eis/d/h/G
は，G-eis の増 6度（ドイツ 6度）が属 7と同じ構成音をもつゆえ，ゲネラルバスの数字だと（1）3 5 #6のよう
なややこしいものになってしまう。ビショフはこのアガーテのアリアにおいて，「ウェーバーが熟考した移行部分
を作るために，増 6の和音の eis/d/h/G がともかく必要なのではなく，VII から I への元来の導音である h の（1）
3 5 #6が実行された，というシンプルな考えのみが必要なのである」（Bischoff 1860: 215）と述べ，数字付きバス
の考えかたを否定する。このように異名同音が多用される時代にあって，次第に数字付きバスではハーモニーの
読み取りが難しくなってきていることを示している。






２６）ビショフは，バイエルンの宮廷楽長シュトゥンツ Joseph Hartmann Stuntz（1792-1859）のもとで作曲を学んだ。
表 2 ゲネラルバスの定義，内容












1805 フェルスター ・教会歌手を支えてきたもの（1） 昔と今の役割の違い
・今日においてもオルガニストに数字で示されるもの（1） 演奏実践
1816 ドレクスラー ・タイトル Harmonie,Generalbass の順 伝統的だが時代に沿う
・数字のついた声部を純粋に演奏する能力，etc（5） 演奏実践




1830 ゼヒター 多くの方法で演奏できる 120の練習（序文，頁なし） 鍵盤実践が前提
三島 郁：19世紀前半ドイツ語圏のハーモニー理論本における「Generalbass」 ８９
1802: 137），それはまた「（作曲家のように）偉大なハーモニカー Harmoniker でなければならない」（Vogler 1802:













G. ヴェーバーの音名や音度の記号の発明で不必要なものになった」（Thomson 1978: 24）27）と述べた。フォーグラ
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